
昭和39年 5月10日

社会福祉事業資金に寄付

砂池ノ坊の浅倉広さんは父豊、

母キクさんの忌明に金弐万円

砂北川内の杉本益男さんは父市

十郎さんの忌明に金萱封

砂原口住宅の前川田鶴枝さんは

夫健作さんの香典返しに金弐万

円
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春
の
大
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う

五
月
は
が
は
え
が
や
H

か
H

な
ど
の
衛
生
害
虫
が
多
く
発

生
す
る
と
き
で
す
。
そ
こ
で
つ
ぎ
の
と
沿
り
大
掃
除
を
す
る

期
聞
を
き
め
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
五
月
は
晴
れ
た
日
が
案
外
少
な
く
、
い
ま
ま
で

の
統
計
に
す
れ
ば
、
よ
く
晴
れ
た
日
は
二
、
三
日
し
か
な
く

十
四
日
ぐ
ら
い
は
雨
、
そ
の
他
は
雲
の
多
い
臼
だ
そ
う
で
す

晴
れ
聞
を
み
て
大
掃
除
を
し
、
赤
痢
や
脳
炎
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

大
掃
除
の
期
間

五
月
十
五
日
か
ら

五
月
二
十
一
日
ま
で

こ
ん
な
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に

①
室
内
に
日
光
が
さ
し
こ
む

よ
う
工
夫
し
、
空
気
が
よ
く

と
治
る
よ
う
に
す
る
。

受

診

は

新
し
い
保
険
証
で

ー
病
気
や
け
が
の
と
き

l

②
た
た
み
や
上
敷
な
ど
は
日

光
に
ょ
く
さ
ら
し
、
た
た
み

の
へ
り
や
床
下
の
ゴ
ミ
は
よ

〈
と
り
焼
き
す
て
る
。
後
に

は
ダ
イ
ア
ジ
ノ
V

粉
剤
な
ど

を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

③
床
下
も
通
風
を
よ
く
し
、

湿
気
が
ひ
ど
い
と
こ
ろ
に
は

乾
燥
し
た
土
砂
を
散
布
す
る

か
、
石
灰
を
散
布
す
る
な
ど

し
で
乾
燥
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

④
下
水
溝
は
流
れ
を
よ
く
し

ま
し
ょ
う
。
と
く
に
不
要
な

カ
メ
や
空
か
ん
に
は
ポ
1
7

A 

ラ
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、

水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
ハ
エ
の
発
生
を
防
止
す
る

た
め
便
所
に
は
一
週
間
に
一

回
程
度
は
オ
ル
ソ
剤
な

E
を

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

一i
l
l
l
固
定
資
産
税
の
1

1

1

1

1
』

一

令
書
は
十
五
日
に
発
送

一

一

着
い
た
ら
名
前
な
ど
を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
一

昭
和

三
十
九
年
度
の
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
五

月
十
五
H
に
発
送
し
ま
す
。

も
し
間
違
っ
て
他
人
の
分
が

送
付
さ
れ
た

-P
、
ま
た
届
か

な
か
っ
た
場
合
は
す
ぐ
課
税

課
か
出
張
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

病気やけがで受診すると

きに国民健康保険を利用す

る場合、 4月1日からは新

しい被保険者証を使用し左

ければ左らないことに在っ

ておbます。

病院へかかるときは新し

い被保険者証を提出したい

と治療費は全額自己負担に

なbます。

古い被保険者証は使用で

きませんのでいそいで保険

年金課か各地区の出張所へ

返納してください。

昭
和
三
十
九
年
度
に
か
ぎ

っ
て
第
一
期
分
の
納
期
は

五
月
十
五
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で

・
「
新
築
住
宅
の
税
金
が

減
額
さ
れ
ま
す
」

住
宅
の
建
設
を
促
進
す
る

た
め
、
新
築
住
宅
に
た
い
す

る
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ま

す。減
額
す
る
の
は
、
新
築
後
三

か
年
間
で
当
該
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
額
の
二
分
む
一

に
相
当
す
る
額
で
す
。

但
し
、
都
市
計
画
税
は
減
額

し
ま
せ
ん
。

減
額
を
受
け
る
条
件

利
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
四
年

一
月

一
日
ま
で
の
聞
に
新
築
さ

れ
た
も
の

同
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
そ

の
家
屋
の
床
面
積
の
二
分

の
一
以
上
で
あ
る
も
の

付
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
一

戸
に

つ
き
八
十
五
平
方
米

(
約
二
十
五
坪
)
以
下
で

あ
る
も
の

同
三
、
=
一
平
方
米
(
坪
)
当

り
の
価
格
が
八
万
円
(
耐

火
建
築
物
は
除
く
。
)
以

下
で
あ
る
も
の
0

・
な
お
、
こ
の
新
築
住
宅
に

た
い
す
る
固
定
資
産
税
の
減

額
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は

そ
の
年
の
一
月
三
十
一
日
ま

で
に
申
告
書
を
市
長
宛
提
出

し
、
な
け
れ
ば
な
b
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
昭
和
三
十
九
年

度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
b

申
告
書
の
提
出
期
限
を
延
期

し
減
額
処
置
は
市
の
調
査
に

よ
b
行
っ
て
治
h
y
ま
す
。

な
語
、
く
わ
し
く
は
課
税

課
へ
治
た
歩
ね
く
だ
さ
い
。
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小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
を
投
与

今
ま
で
ソ

1
ク
ワ
ク
チ
シ

注
射
が
小
児
マ
ヒ
の
定
期
予

防
注
射
と
し
て
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

生
ワ
ク
チ
ン
投
与
が
定
期
の

予
防
接
種
に
な
り
ま
し
た
。

洩
れ
な
く
受
け
て
く
だ
さ
い

マ
該
当
者
昭
和
三
十
七
年

八
月
一
日
か
ら
、
三
十
九

年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
も
の
。

但
し
、

ωソ
1
ク
(
注
射
)

を
三
回
受
け
た
も
の

ω生
ワ
ク
チ
ン
の
各
型

(
一
、
二
、
三
型
)
を
二
回

投
与
済
み
の
も
の
は
除
外

し
ま
す
。

昭和39年5月10日

マ
料
金
無
料
で
す

な
お
当
日
は
母
子
手
帳
を

持
参
し
て
〈
だ
さ
い
。

マ
投
与
日

鈴
田
出
張
所

松
原
出
張
所

三
浦
幼
稚
園

福
重
出
張
所

中
央
公
民
館

市
立
病
院

竹
松
出
張
所

萱
瀬
出
張
所

5
月
刊
日

// 
5
月
刊
日

H
H
 

5
月
刊
日

5
月
れ
日

5
月
口
日

// 

※
時
聞
は
い
や
J

れ
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
十

分
ま
で
。

成
人
学
級

書
道
講
座
を
開
き
ま
す

成
人
者
の
書
道
講
座
を
開

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

五
片
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

「
正
し
い
運
転
」
「
正
し
い
歩
行
」
で
支
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
3

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ふ
る
ラ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

マ

科

白

書

道

(
主
と
し
て

小
字
、

手
紙
書
体
V

マ

教

室

中

央
公
民
館

マ

期

間

五

!月
二
十
七
日
か

ら
七
月
二
十
九
倍
ま
で
の

毎
週
水
曜
白
。

時
間
は
午
後
七
時
か
ら
九

時
ま
で
。

マ
受
講
資
格

市
民

一
般
、
明
女
を
聞
い

ま
せ
ん
。

マ
申
込
期
同

五
月
二
十
三
日

マ
受
講
科
い
り
ま
せ
ん
。

マ

講

師

大

村
高
等
学
校
教

諭

山
本
誠
之
先
生

な
治
修
了
者
に
は
修
了
証
書

を
授
与
し
ま
す
。

-
墓
地
の
改
葬

マ
墓

地

所

在

地

愛
知
県
刈

谷
市
大
字
逢
見
南
畑
四
四
番

地
の
一
マ
届
出
期
限
五
月

二
十
日
マ
同
出
先
愛
知
県

刈
谷
市
役
所
保
健
衛
生
課

B
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危
険
物
取
扱
主
任
者
試

験

わ
願
書
を
受
付

危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験

の
種
類
は
甲
種
、
乙
種
の
二

種
類
で
、
こ
の
試
験
の
願
書

を
五
月
十
八
日
か
ら
五
月
三

十
日
ま
で
県
地
方
課
で
受
け

付
け
ま
す
。

く
わ
し

い
こ
と
は
市
消
防

本
部
に
治
た
十
ね
く
だ
さ
い

旧
空
廠
内
の
道
路
を

確
認
し
ま
す

旧
一
一
十
一

空
廠
と
旧
大
村

海
軍
航
空
隊
飛
行
場
内
に
あ

る
道
路
と
畠
と
の
境
界
が
は

っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
が
い

く
ら
か
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
市
と
農
業
委
員
会
で

は
公
簿
上
に
設
置
し
て
あ
る

道
路
を
確
認
す
る
た
め
、
杭

を
立
て
そ
の
位
置
を
明
示
い

た
し
ま
す
の
で
、
隣
接
地
耕

作
者
み
友
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

中
小
企
業
近
代
化
資
金

貸
付
の
申
込
を
受
付
中

昭
和
三
十
九
年
度
長
崎
県

中
小
企
業
近
代
化
資
金
(
設

備
近
代
化
、
共
同
施
設
〉
貸

付
の
申
込
を
受
付
中
で
す
。

受
付
期
限
は
六
月
十
五
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早

め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
Q

友
岳
、

〈
わ
し
い
こ

と
は
市
の
商
工
水
産
課
へ
問

い
合
せ
下
さ
い
。

柔
道
審
査

マ
日
時

五

月

二
十
三
日

午
後
一
時

マ
場
所
大
村
高
等
学
校

体
育
館

マ
対
象

三
段
以
下

申
込
は
当
日
も
会
場
で
受

ま
だ
電
燈
の
つ
い
て
い
な
い
家
庭
を
調
べ
て
い
ま
す

市
内
で
ま
だ
電
燈
の
つ
い

て
い
な
い
家
庭
に
電
燈
を
つ

け
よ
う
と
電
気
導
入
計
画
が

進
め
ら
れ
て
治
り
ま
す
。

今
年
の
一
月
、
調
査
書
を
商

工
水
産
課
に
提
出
さ
れ
た
方

以
外
で
、
電
燈
の
在
い
治
宅

が
あ
り
ま
し
た
ら
十
八
日
ま

で
に
市
商
工
水
産
訟
に
ご
連

絡
下
さ
い
。

uヲ

付
け
ま
す
。

市
税
を
納
期
前
に
納
め

る
と
報
奨
金
が
も

b
え

ま
す
二
回
以
上
に
わ
け
て
納
め

る
市
税
で
、
ま
だ
納
期
の
こ

左
い
分
を
前
納
し
ま
す
と
、

前
納
額
の
百
分
の
一
に
納
期

前
の
月
数
を
か
け
て
計
算
し

た
額
の
報
奨
金
が
も
ら
え
ま

す
。
指
定
金
融
機
関
等
で
納

付
さ
れ
た
と
き
は
領
収
証
と

印
鑑
を
市
役
所
か
出
張
所
へ

ご
持
参
く
だ
さ

い
。

例
え
ば
三
十
九
年
度
の
固

定
資
産
税
を
五
月
末
日
で
六

千
円
前
納
し
た
場
合
の
報
奨

金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期別税 額前納月数報奨金額

2期 20∞円 月 20::I3 

3 1/ 200011 3 1/ 6011 

4 1/ 200011 7 バY 1401/ 

合計 6000 f/ 

i 


